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1
月
8
日
、横
浜
市
会
は
、市

民
が
19
万
3
1
9
3
筆
の
署

名
と
共
に
直
接
請
求
し
た
「
カ

ジ
ノ
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
条
例
案
」を
否
決
し
ま
し
た
。

　
直
接
請
求
に
至
っ
た
要
因

は
、
カ
ジ
ノ
・
I
R
誘
致
に
関

す
る
市
長
及
び
議
会
の
政
策

決
定
と
市
民
意
見
と
の
乖
離
、

つ
ま
り
、
代
議
制
民
主
主
義
の

機
能
不
全
で
す
。カ
ジ
ノ
・

I
R
誘
致
に
根
強
い
反
対
が

あ
る
中
で
、
市
民
に
対
し
て
是

非
を
問
う
こ
と
な
く
事
業
を

推
進
す
る
手
法
へ
の
異
議
申

し
立
て
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、

直
接
請
求
を
受
け
た
林
文
子

市
長
は
、
条
例
案
提
出
に
際
し

て
「
代
表
民
主
制
が
健
全
に
機

能
し
て
い
る
と
い
え
る
本
市

に
お
い
て
、
住
民
投
票
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
議

論
の
棚
上
げ
を
意
味
す
る
」
と

の
意
見
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
代
議
制
民
主
主
義
に
お
い

て
、
私
た
ち
は
選
挙
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
政
府
に
政
策
決
定

を
委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、そ
れ
は
、あ
く
ま
で
も「
信

託
」す
る
の
で
あ
っ
て「
委
任
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、

最
終
的
な
権
利
は
市
民
の
側

に
あ
り
ま
す
。賛
成
、
反
対
を

問
わ
ず
、
極
め
て
中
立
的
な
制

度
「
住
民
投
票
で
決
め
た
い
」

と
訴
え
た
市
民
の
声
を
否
定

す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
信
託

さ
れ
た
権
限
を
逸
脱
す
る
行

為
で
す
。政
治
を
変
え
、
政
治

を
ひ
ら
い
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
1
9
8
0
年
、合
成
洗
剤
を

追
放
す
る
条
例
が
、神
奈
川
県

下
で
22
万
筆
の
署
名
を
集
め
、

各
自
治
体
へ
直
接
請
求
さ
れ

ま
し
た
が
、議
会
は
こ
れ
を
こ

と
ご
と
く
否
決
し
ま
し
た
。私

た
ち
は
、こ
の
運
動
が
契
機
と

な
り
代
理
人
運
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。そ
し
て
、
代

り
合
い
な
が
ら
、政
治
へ
の
参

加
を
広
げ
、生
活
者
の
手
で
必

要
な
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と

を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
各
地
で
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
さ
れ
る

政
策
の
是
非
を
問
い
代
議
制
民

主
主
義
の
機
能
不
全
を
訴
え
る

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
の
「
原
発
県
民
投
票
」、

品
川
区
の
「
羽
田
新
飛
行
ル
ー

ト
運
用
の
賛
否
を
問
う
区
民
投

票
」な
ど
が
直
接
請
求
さ
れ
、自

治
法
の
定
め
を
大
き
く
上
回
る

署
名
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
直
接
請
求
の
経
験

を
、参
加
・
分
権
・
自
治
・
公

開
と
い
う
市
民
自
治
の
原
点

を
確
認
す
る
機
会
と
し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
市
民

社
会
を
強
く
す
る
政
治
に
取

り
組
み
ま
す
。2
0
2
1
年
、

横
浜
市
長
選
挙
、並
び
に
総
選

挙
を
迎
え
ま
す
。市
民
の
手
に

政
治
を
と
り
戻
す
次
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
大
き

く
変
え
、
経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
い
ま
す
。
飲
食
業
に
代
表
さ
れ
る
こ

れ
ら
の
業
界
で
働
い
て
い
た
多
く
の
非
正

規
雇
用
者
・
外
国
人
・
女
性
労
働
者
・
学

生
な
ど
は
、
仕
事
が
な
く
な
っ
て
も
失
業

手
当
も
な
く
、
再
就
職
先
も
な
か
な
か
見

つ
か
ら
ず
、
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
電
気
や
ガ
ス
代
を
払
え
ず
、
猶
予
申

請
を
す
る
世
帯
数
が
急
上
昇
し
て
い
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
緊
急
事

態
宣
言
発
出
に
お
い
て
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
・
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
も
対
象
と
な
る
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
休
業
支
援
金
給
付
金
制
度

が
あ
り
、
本
人
申
請
も
可
能
で
す
が
、
周

知
が
不
十
分
な
た
め
利
用
が
少
な
い
現
状

で
す
。

生
活
再
建
は
住
居
か
ら

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
大
不
況
時
に
、

住
ま
い
確
保
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な

り
、
そ
の
後
、
施
行
さ
れ
た
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
に
は
住
居
確
保
給
付
金
が

含
ま
れ
ま
し
た
。
生
活
困
窮
に
よ
り
支
払

い
が
困
難
に
な
っ
た
家
賃
を
助
成
す
る
制

度
で
す
が
、
昨
年
の
４
月
か
ら
、
各
自
治

体
で
多
く
の
申
請
が
あ
り
、
一
時
的
な
生

活
保
障
制
度
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。
本

来
の
給
付
期
間
は
3
カ
月
で
す
が
、
現
在

は
再
申
請
、
再
々
申
請
が
可
能
と
な
り
、

就
職
活
動
を
す
る
こ
と
な
ど
一
定
の
条
件

は
あ
る
も
の
の
、
12
カ
月
ま
で
受
け
取
れ

る
よ
う
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
は
、
こ
の
給
付

金
の
申
請
や
生
活
保
護
決
定
数
の
推
移
を

調
査
し
ま
し
た
。
各
自
治
体
で
申
請
者
の

半
分
近
い
再
申
請
、
再
々
申
請
が
あ
り
、

困
窮
状
態
が
続
い
て
い
る
様
子
が
見
え
ま

す
。（
グ
ラ
フ
①
）
本
来
は
自
立
に
向
け

た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
座
間
市
で
は
、
住
居
確
保
給
付

に
あ
た
っ
て
の
相
談
も
、
就
労
や
生
活
全

般
の
相
談
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
相
談

件
数
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
②
）
さ
ら
に
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
個

人
経
営
の
店

舗
が
多
い
鎌

倉
市
で
は
、

住
居
確
保
給

付
金
の
再
々

申
請
時
に
、

就
職
活
動
を

す
る
要
件
が

加
え
ら
れ
た

こ
と
で
、
申

請
で
き
な
く

な
っ
て
し

ま
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
、

県
内
自
治
体

の
特
徴
が
見

え
て
き
ま
し

た
。

生
活
保
護
の

　
　
　
弾
力
的
な
運
用
を

　
一
方
、
生
活
保
護
の
決
定
数
は
、
自
治

体
毎
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
未
だ
収
束
が
見
え
ず
、

困
窮
世
帯
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
1

月
28
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で
、
厚
労
大

臣
は
、「
生
活
が
大
変
窮
迫
さ
れ
て
、
必

要
が
あ
る
方
は
、
生
活
保
護
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
」
と
答
弁
し
、
制
度
の
「
弾
力

的
な
運
用
」
を
示
し
て
い
ま
す
。
日
本
の

生
活
保
護
制
度
は
必
要
な
人
の
２
割
ほ
ど

し
か
受
給
で
き
て
い
な
い
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
理
由
の
一
つ
に
家
庭
照
会
が
あ

り
、
困
窮
を
親
族
に
知
ら
れ
た
く
な
い
、

照
会
さ
れ
て
も
扶
養
が
で
き
な
い
等
の
事

例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
運
用
の
見
直
し

や
、
保
護
申
請
に
対
す
る
精
神
的
重
圧
や

偏
見
を
な
く
し
、
一
時
的
に
生
活
を
支
え

て
い
く
制
度
と
し
て
、
困
窮
相
談
と
生
活

保
護
行
政
の
連
携
強
化
が
不
可
欠
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
支
援
に
繋
が
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
で
立
て
直
し
が
遅
れ
る

な
ど
、
早
め
に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
は

必
須
で
す
。
困
窮
支
援
は
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
と
捉
え
市
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
寄

り
添
い
型
支
援
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
自
治
体
毎
の
課
題
を
整
理
し
な
が

ら
、
制
度
の
充
実
や
柔
軟
運
用
の
提
案
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
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※大和市は5月の新規者が8月に延長11月に再延長したことがわかる

山崎さゆき（大和市民会議/市議）

市
民
の
手
に
政
治
を
と
り
も
ど
す

　
青
木
　
マ
キ

　
　
　
　  （
ネ
ッ
ト
青
葉
）

深刻化する生活困窮者には
　　　　寄り添い型の支援を
深刻化する生活困窮者には
　　　　寄り添い型の支援を

　生活困窮者自立支援制度は、生活保護に至る前の包括
的な支援をします。藤沢市では地域生活相談窓口や社会
福祉協議会(社協)が、「バックアップふじさわ」を開設し、
総合的な相談窓口として機能しています。
　藤沢市は「生活困窮者自立支援法」に基づく就労準備
支援事業を、いきいき福祉会に業務委託しています。また、
社協が積極的に働きかけを行っており、利用数も多くなっ
ています。居場所になる縁側事業や支えあいセンターなど
が地域に数多くあり、利用者同士や地域の人と交流する
場をつくって、社会参加のきっかけになるよう、ゆるい関係
を築いています。
　しかし、地域や就労先事業者の理解は十分ではありま
せん。あくまでもその人自身が主役であることを大事にす
る視点、尊厳の確保が重要です。「支える、支えられる」とい
う一方的な関係ではなく「相互に支え合う」地域づくりを
めざしています。
　また、個 の々状況に応じた支援にするためには、支援員
が寄り添い、丁寧な対応が必要です。コロナ禍の影響、
8050 問題もあり、今後支援が必要となる人の増加が予
想されます。継続的な支援には、実態に合った適切な人員
体制が必要であり、さらに調査を進めます。

藤沢市での取組み


